
岩手県立大学盛岡短期大学部履修規程 

 

平成19年規程第42号 

改正 平成19年３月23日規程第10号 

平成21年３月30日規程第８号 

平成23年３月23日規程第10号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、岩手県立大学盛岡短期大学部学則（以下「学則」という。）第

17条第２項の規定に基づき、履修方法等に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（授業科目等） 

第２条 授業科目の種類、単位数及び必修又は選択の別は、学則別表第１のとおりと

する。 

２ 学則第34条の資格に係る授業科目の種類、単位数及び必修又は選択の別について

は、別表第１のとおりとする。 

３ 二級建築士及び木造建築士の受験資格の取得に必要な授業科目の種類及び単位

数は、別表第２のとおりとする。 

 

（履修の登録） 

第３条 学生は、前期及び後期ごとに、履修をしようとする授業科目について、所定

の期日までに履修登録しなければならない。 

２ 履修の登録は、学内情報システムにより届け出ることにより行うものとする。 

 

（履修の制限） 

第４条 次に掲げる授業科目は、履修することができない。 

(1) 履修登録をしていない授業科目 

(2) 既に単位を修得した授業科目 

(3) 授業時間が重複する授業科目 

 

（試験） 

第５条 試験は、学期末までに期間を定めて行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、授業科目によっては、随時試験を行うことがある。 

 

（成績の評価） 

第６条 成績の評価は、試験の成績、平常の成績及び出席状況等を総合して判定する。 



２ 成績の表示は次のとおりとし、優、良及び可を合格として、所定の単位を与える。 

評 価 優 良 可 不可 
評 点 80点以上 70点以上80点未満 60点以上70点未満 60点未満 

３ 前項の規定のほか、評点を付さない授業科目にあっては、合格、不合格をもって

表す。 

４ 不合格になった授業科目は、再履修することができる。 

 

（追試験） 

第７条 定期試験に欠席した者に対する試験（以下「追試験」という。）は行わない。

ただし、病気、災害その他やむを得ない事情により定期試験を受験できなかった

者には、願い出により追試験を行うことができる。 

２ 前項の規定による追試験の願い出には、病気の場合にあっては医師の診断書、そ

の他の場合にあっては理由書を添付して、指定された期間内に提出しなければな

らない。 

３ 追試験の実施日程は、その都度別に指定する。 

 

（再試験） 

第８条 試験を受験して不合格になった者に対する試験（以下「再試験」という。）

は行わない。ただし、やむを得ない事情により学長が再試験の必要を認める場合

は、これを行うことがある。 

２ 前項の規定により再試験の受験を希望する者は、再試験願を提出しなければなら

ない。 

３ 再試験の実施日程は、その都度別に指定する。 

 

（不正行為） 

第９条 試験において不正な行為を行った者は、学則第36条第１項の規定による懲戒

処分のほか、その期に実施する試験のうち、その時間以後の試験の受験資格を失

う。 

 

（先修条件等） 

第10条 授業科目の先修条件については、教授会が定める。 

 

（卒業要件） 

第11条 卒業するためには、２年以上又は学則第16条第１項の規定により定められた

在学すべき年数以上在学し、学則別表第２に定める卒業に必要な単位数を修得し

なければならない。 



 

（既修得単位の認定） 

第12条 学則第23条第１項及び第２項の規定により修得したものとみなし、又は与え

ることができる単位数の認定を受けようとする者は、次に掲げる書類を所定の期

日までに学長に提出しなければならない。 

(1) 既修得単位認定申請書 

(2) 卒業証明書及び在籍証明書（出身大学等の発行するもの） 

(3) 成績証明書（出身大学等の発行するもの） 

(4) 申請する授業科目について、出身大学等が作成した科目の内容、単位制度等単

位の換算・認定に必要な書類 

 

（補則） 

第13条 この規程に定めるもののほか、履修に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

   附 則 

１ この規程は、平成17年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の際現に在学している者の授業科目の種類、単位数及び必修又は

選択の別については、第２条各項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ この規程の施行の日以降において転入学し、又は再入学した者に係る授業科目の

種類、単位数及び必修又は選択の別については、第２条各項の規定にかかわらず、

当該者の属する年次の在学生の例による。 

 

附 則（平成19年３月23日規程第10号） 

１ この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の際現に在学している者の授業科目の種類、単位数及び必修又は

選択の別については、第２条第１項及び第２項の規定にかかわらず、なお従前の

例による。 

３ この規程の施行の日以降において転入学し、又は再入学した者に係る授業科目の

種類、単位数及び必修又は選択の別については、第２条第１項及び第２項の規定

にかかわらず、当該者の属する年次の在学生の例による。 

 

附 則（平成21年３月30日規程第８号） 

１ この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の際現に在学している者の授業科目の種類、単位数及び必修又は



選択の別については、第２条第１項及び第２項の規定にかかわらず、なお従前の

例による。 

３ この規程の施行の日以降において転入学し、又は再入学した者に係る授業科目の

種類、単位数及び必修又は選択の別については、第２条第１項及び第２項の規定

にかかわらず、当該者の属する年次の在学生の例による。 

 

附 則（平成23年３月23日規程第10号） 

１ この規程は、平成23年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行の際現に在学している者（以下「在学生」という。）の授業科目

の種類、単位数及び必修又は選択の別については、第２条第１項及び第２項の規

定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ この規程の施行の日以降において転入学し、又は再入学した者に係る授業科目の

種類、単位数及び必修又は選択の別については、第２条第１項及び第２項の規定

にかかわらず、当該者の属する年次の在学生の例による。 



別表第１（第２条関係） 

栄養士法施行規則 
に定める教育内容 

授業科目の名称 
単位数 

備 考 
必修 選択 

社会生活と健康 社会福祉論 2  1 必修・選択の別
は、栄養士免許を
取得する上での
必修・選択の別で
あり、卒業要件と
しての必修・選択
の別とは異なる
ものであること。 

２ 選択科目から
３単位以上選択
し、修得するこ
と。 

公衆衛生学Ⅰ 2  
公衆衛生学Ⅱ 2  
看護学及び演習  2 
運動処方論  2 
基礎統計学  2 

人体の構造と機能 生化学Ⅰ 2  
生化学Ⅱ  2 
解剖生理学 2  
解剖生理学実験 1  
運動生理学 2  
健康管理概論 2  

食品と衛生 食品学Ⅰ 2  
食品学Ⅱ 2  
食品学実験Ⅰ 1  
食品学実験Ⅱ（食品加工を含む） 1  
食品加工学 2  
食品衛生学 2  
食品衛生学実験 1  

栄養と健康 基礎栄養学 2  
応用栄養学 2  
栄養学実験 1  
応用栄養学実習 1  
臨床栄養学Ⅰ 2  
臨床栄養学Ⅱ（病理学を含む。） 2  
臨床栄養学実習Ⅰ 1  

栄養の指導 公衆栄養学 2  
栄養教育論 2  
栄養指導論 2  
栄養教育・指導実習 1  
栄養情報処理実習 1  

給食の運営 調理学Ⅰ 2  
調理学実験 1  
調理学実習Ⅰ 2  
調理学実習Ⅱ 1  
調理学実習Ⅲ  1 
給食管理 2  
給食管理実習Ⅰ 1  
給食管理実習Ⅱ 1  

 



別表第２（第２条関係） 
建築士法第 15条第１号の国土交通大臣の
指定する建築に関する科目 

授業科目の名称 
単位数 

備考 
必修 選択 

①建築設計製図 基礎製図 1  必修・選択の別は、二
級建築士及び木造建築
士の受験資格を取得す
る上での、必修・選択
の別であり、卒業要件
としての必修・選択の
別とは異なるものであ
ること 

住宅設計演習Ⅰ 2  
住宅設計演習Ⅱ 2  
CADⅡ演習 1  

②～④建築計画、建築環境工学又は建築設
備 

住宅の計画 2  
地域の計画 2  
住生活論 2  
寒地住宅論 2  
室内環境学 2  
建築設備 2  

⑤～⑦構造力学、建築一般構造又は建築材
料 

構造力学 2  
住宅の構造 2  
建築材料学 2  
建築材料学実験 1  

⑧建築生産 住宅の施工 2  
建築積算 2  

⑨建築法規 建築法規 2  
⑩その他 生活文化史 2  

ユニバーサルデザイン論 2  
CADⅠ演習 1  
基礎数学 2  
インテリアデザイン論 2  
古民家復権論 2  

 


